
 平成 24 年 2 月誠 意 正 心 

平成２４年の年頭に当たって 
法人の基本理念は『誠意正心』－ご利用者の幸せを創り出すために誠心誠意努力しますー

と定めています。そして行動指針として次の３つを掲げています。 

 ● 人権の尊重  ● 地域社会への貢献 ● 人財育成 

今年は組織の改変を行います。若い人たちが自ら学び自己の考えを持ち、発表し、実行に  

移すことのできる活気に満ちた施設へと更なる一歩を職員一丸となって踏み出していけることを

願ってのことです。 

ご利用者の皆さんに「天心会との出会いがあってよかった」と思っていただけるお手伝いを最

優先して行うことで、自らもやりがいと生きがいを感じることのできる職場とし、その組織と経験を

地域社会のために率先して役立てることのできる組織を目指します。２２５人の職員が心を一つ

にして健全な歩みを進めたいと思います。どうぞご指導ご鞭撻を賜りますようお願いいたします。                       

中野 菊乃 

 

竜爪高山付近より富士山を望む 



 

今年は「辰(竜)年」 

 毎年の恒例となりました「竜爪園デイサービス 

パレットによる利用者と一緒に作る今年の干支」が

年末から竜爪園玄関ロビーに展示されています。 
 製作者の一人、職員の大槻さんに聞いてみました。 
「製作には約 3ヶ月かかりました。材料はダンボー
ル箱 3箱、新聞紙、色紙等々です。四角い箱にいか
に丸みを持たせるかが難しく苦労しました。また、1
枚のうろこは 3枚の色紙からできていて、そのうろ
こは全体で 1500枚あまりになります。大変な作業 

でしたが満足いく仕上がりになりした。できれば『玉

を持った手』を付けたり、『雲』の仕上げを一工夫し

たかったのですが、そこまでやると半年以上かかっ

てしまいそうですね(笑)。利用者さんと一緒に楽し
みながらつくれました」と。 
 毎朝デイサービスご利用 
のお客様が「今日も私たち 
が作ったのが飾ってあるね」 
とうれしそうに通りすぎます。 

竜爪園職員が獅子舞を披露 
 1 月 6 日、竜爪園職員による「獅子舞」が全部署を
巡業するかたちで披露されました。 
元気に踊りまわる獅子は若者に限ります。年老いた

獅子ではこんなに身軽に踊れません。昨年同様今年も 

「逆立ち」を演じます。演技がうまく決まると大きな

歓声があがります。迫力ある演技に、見ている方の

反応もさまざま。喜んだり、怖がったり、獅子の頭を

なでてみたりと見ているこちらが楽しんでしまいま

す。そんな皆さんを見ていると、今年一年良い年で

あることを願わずにはいられませんね。 

動じないタイプ。 

魔術をかけているよう。 とても喜んでくださってます。 

恋をしているような表情。 威勢よく踊る獅子舞。勤務終了後の練習の成果があったようです。 

○竜爪園の年でしょうか？ 


